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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年5月9日(2019.5.9)

【公表番号】特表2018-500274(P2018-500274A)
【公表日】平成30年1月11日(2018.1.11)
【年通号数】公開・登録公報2018-001
【出願番号】特願2017-516948(P2017-516948)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/08     (2019.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/03     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   38/08     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ    7/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/03     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ    7/06     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月1日(2019.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＮＦカッパＢの活性を阻害する４～２０アミノ酸残基の長さの１つ以上のペプチドを治
療有効量で含む、炎症の治療のための医薬組成物。
【請求項２】
　前記ペプチドが、配列ＬＷＡＥＡＫ（配列番号００８）を含むペプチド、配列ＬＩＡＥ
ＡＫ（配列番号００９）を含むペプチド、配列ＬＶＡＥＡＫ（配列番号０３０）を含むペ
プチド、配列ＬＩＡＮＡＫ（配列番号０１２）を含むペプチド、及び配列番号０４１～１
１３を含むペプチドを除外する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記１つ以上のペプチドが以下のペプチドからなる群から選択される、請求項１又は請
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求項２に記載の医薬組成物：
　コア配列（１）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｇｌｕ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（２）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｄ－Ｇｌｕ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（３）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｇｌｕ－Ａｌａ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（４）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｄ－Ｇｌｕ－Ａｌａ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（５）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ａｓｎ－Ａｌａ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（６）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｄ－Ａｓｎ－Ａｌａ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（７）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｇｌｕ－Ａｓｎ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（８）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｄ－Ｇｌｕ－Ａｓｎ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　配列番号００１～０６９、
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　（配列番号００１～００８、０１０、０１１、及び０１３～０４０）、及び
　（配列番号００１～００７、０１０、０１１、０１３～０２９、及び０３１～０４０）
。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の医薬組成物であって、前記１つ以上のペプチドが、コア配列（
１）、コア配列（１－Ｎ）、コア配列（１－Ｕ）、グループ（１－Ｓ）、グループ（１－
Ｔ）、グループ（１－Ｖ）、グループ（１－Ｗ）、コア配列（２）、コア配列（２－Ｎ）
、コア配列（２－Ｕ）、グループ（２－Ｓ）、グループ（２－Ｔ）、グループ（２－Ｖ）
、コア配列（３）、コア配列（３－Ｎ）、コア配列（３－Ｕ）、グループ（３－Ｓ）、グ
ループ（３－Ｔ）、グループ（３－Ｖ）、グループ（３－Ｗ）、コア配列（４）、コア配
列（４－Ｎ）、コア配列（４－Ｕ）、グループ（４－Ｓ）、グループ（４－Ｔ）、グルー
プ（４－Ｖ）、コア配列（５）、コア配列（５－Ｎ）、コア配列（５－Ｕ）、グループ（
５－Ｓ）、グループ（５－Ｔ）、グループ（５－Ｖ）、グループ（５－Ｗ）、コア配列（
６）、コア配列（６－Ｎ）、コア配列（６－Ｕ）、グループ（６－Ｓ）、グループ（６－
Ｔ）、グループ（６－Ｖ）、コア配列（７）、コア配列（７－Ｎ）、コア配列（７－Ｕ）
、グループ（７－Ｓ）、グループ（７－Ｔ）、グループ（７－Ｖ）、グループ（７－Ｗ）
、コア配列（８）、コア配列（８－Ｎ）、コア配列（８－Ｕ）、グループ（８－Ｓ）、グ
ループ（８－Ｔ）、グループ（８－Ｖ）、配列番号００１～０６９、（配列番号００１～
００８、０１０、０１１、及び０１３～０４０）、及び（配列番号００１～００７、０１
０、０１１、０１３～０２９、及び０３１～０４０）のペプチドからなる群から選択され
る、上記医薬組成物。
【請求項５】
　前記１つ以上のペプチドが以下のペプチドからなる群から選択される、請求項１又は２
に記載の医薬組成物：
　コア配列（１）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｇｌｕ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）、
　コア配列（１－Ｎ）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｇｌｕ
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅからなる
群から選択される）、
　コア配列（１－Ｕ）：Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｇｌｕ
（式中、Ｘｘｘは、５－メチル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチ
ル－Ａｌａ、ジフェニル－Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシ
ン、α－アミノ－２－フェニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シク
ロヘキシル－Ａｌａ、デヒドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群
から選択される）、
　グループ（１－Ｓ）：ＹＭＡＰＥＶ（配列番号００１）、ＩＩＡＰＥＧ（配列番号００
２）、ＴＷＡＰＥＳ（配列番号０１６）、ＡＷＡＰＥＡ（配列番号０２４）、ＰＳＡＰＥ
Ｎ（配列番号０２６）、ＨＭＡＰＥＶ（配列番号０２７）、ＹＩＡＰＥＶ（配列番号０２
８）、ＫＡＰＥＰＬ（配列番号０２９）、ＷＭＡＰＥＴ（配列番号０３１）、ＥＡＰＥＤ
Ｌ（配列番号０３２）、ＤＶＡＰＥＤ（配列番号０３３）、ＹＬＡＰＥＶ（配列番号０３
４）、ＹＭＡＰＥＨ（配列番号０３５）、ＷＴＡＰＥＡ（配列番号０３７）、ＷＹＡＰＥ
Ｃ（配列番号０３８）、ＹＲＡＰＥＩ（配列番号０４０）、及びＬＩＡＰＥＡ（配列番号
０６１）からなる群から選択される配列を含む、最大２０アミノ酸残基の長さのペプチド
からなる群）、
　グループ（１－Ｔ）：ＹＭＡＰＥＶ（配列番号００１）、ＩＩＡＰＥＧ（配列番号００
２）、ＴＷＡＰＥＳ（配列番号０１６）、ＡＷＡＰＥＡ（配列番号０２４）、ＰＳＡＰＥ
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Ｎ（配列番号０２６）、ＨＭＡＰＥＶ（配列番号０２７）、ＹＩＡＰＥＶ（配列番号０２
８）、ＫＡＰＥＰＬ（配列番号０２９）、ＷＭＡＰＥＴ（配列番号０３１）、ＥＡＰＥＤ
Ｌ（配列番号０３２）、ＤＶＡＰＥＤ（配列番号０３３）、ＹＬＡＰＥＶ（配列番号０３
４）、ＹＭＡＰＥＨ（配列番号０３５）、ＷＴＡＰＥＡ（配列番号０３７）、ＷＹＡＰＥ
Ｃ（配列番号０３８）、及びＹＲＡＰＥＩ（配列番号０４０）からなる群から選択される
配列を含む、最大２０アミノ酸残基の長さのペプチドからなる群）、
　グループ（１－Ｖ）：ＹＭＡＰＥＶ（配列番号００１）、ＩＩＡＰＥＧ（配列番号００
２）、ＴＷＡＰＥＳ（配列番号０１６）、ＡＷＡＰＥＡ（配列番号０２４）、ＰＳＡＰＥ
Ｎ（配列番号０２６）、ＨＭＡＰＥＶ（配列番号０２７）、ＹＩＡＰＥＶ（配列番号０２
８）、ＫＡＰＥＰＬ（配列番号０２９）、ＷＭＡＰＥＴ（配列番号０３１）、ＥＡＰＥＤ
Ｌ（配列番号０３２）、ＤＶＡＰＥＤ（配列番号０３３）、ＹＬＡＰＥＶ（配列番号０３
４）、ＹＭＡＰＥＨ（配列番号０３５）、ＷＴＡＰＥＡ（配列番号０３７）、ＷＹＡＰＥ
Ｃ（配列番号０３８）、ＹＲＡＰＥＩ（配列番号０４０）、及びＬＩＡＰＥＡ（配列番号
０６１）からなる群から選択される配列を有するペプチドからなる群）、
　又はグループ（１－Ｗ）：ＹＭＡＰＥＶ（配列番号００１）、ＩＩＡＰＥＧ（配列番号
００２）、ＴＷＡＰＥＳ（配列番号０１６）、ＡＷＡＰＥＡ（配列番号０２４）、ＰＳＡ
ＰＥＮ（配列番号０２６）、ＨＭＡＰＥＶ（配列番号０２７）、ＹＩＡＰＥＶ（配列番号
０２８）、ＫＡＰＥＰＬ（配列番号０２９）、ＷＭＡＰＥＴ（配列番号０３１）、ＥＡＰ
ＥＤＬ（配列番号０３２）、ＤＶＡＰＥＤ（配列番号０３３）、ＹＬＡＰＥＶ（配列番号
０３４）、ＹＭＡＰＥＨ（配列番号０３５）、ＷＴＡＰＥＡ（配列番号０３７）、ＷＹＡ
ＰＥＣ（配列番号０３８）、及びＹＲＡＰＥＩ（配列番号０４０）からなる群から選択さ
れる配列を有するペプチドからなる群）。
【請求項６】
　ＸｘｘがＭｅｔである、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記１つ以上のペプチドが、配列ＹＭＡＰＥＶ（配列番号００１）を含む、最大２０ア
ミノ酸残基の長さのペプチドの群から選択される、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記１つ以上のペプチドが、配列ＹＭＡＰＥＶ（配列番号００１）を含む、最大１２ア
ミノ酸残基の長さのペプチドの群から選択される、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記１つ以上のペプチドが、Ｄ－アミノ酸、非天然のアミノ酸、及び非タンパク性アミ
ノ酸からなる群から選択される少なくとも１つのアミノ酸を含む、請求項７に記載の医薬
組成物。
【請求項１０】
　前記組成物が、医薬的に許容し得る担体をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に
記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　患部への又はその近傍への局所適用、患部への又はその近傍への皮下投与、又は静脈内
投与によって投与される、請求項１～１０のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　ＮＦカッパＢの活性を阻害する、４～２０アミノ酸残基の長さの１つ以上のペプチドを
治療有効量で含む、疼痛の治療のための医薬組成物。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の医薬組成物であって、前記１つ以上のペプチドが、配列ＬＷＡＥＡ
Ｋ（配列番号００８）を含むペプチド、配列ＬＩＡＥＡＫ（配列番号００９）を含むペプ
チド、配列ＬＶＡＥＡＫ（配列番号０３０）を含むペプチド、配列ＬＩＡＮＡＫ（配列番
号０１２）を含むペプチド、及び配列番号０４１～１１３を含むペプチドを除外する、上
記医薬組成物。
【請求項１４】
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　請求項１２又は請求項１３に記載の医薬組成物であって、前記１つ以上のペプチドが、
コア配列（１）、コア配列（１－Ｎ）、コア配列（１－Ｕ）、グループ（１－Ｓ）、グル
ープ（１－Ｔ）、グループ（１－Ｖ）、グループ（１－Ｗ）、コア配列（２）、コア配列
（２－Ｎ）、コア配列（２－Ｕ）、グループ（２－Ｓ）、グループ（２－Ｔ）、グループ
（２－Ｖ）、コア配列（３）、コア配列（３－Ｎ）、コア配列（３－Ｕ）、グループ（３
－Ｓ）、グループ（３－Ｔ）、グループ（３－Ｖ）、グループ（３－Ｗ）、コア配列（４
）、コア配列（４－Ｎ）、コア配列（４－Ｕ）、グループ（４－Ｓ）、グループ（４－Ｔ
）、グループ（４－Ｖ）、コア配列（５）、コア配列（５－Ｎ）、コア配列（５－Ｕ）、
グループ（５－Ｓ）、グループ（５－Ｔ）、グループ（５－Ｖ）、グループ（５－Ｗ）、
コア配列（６）、コア配列（６－Ｎ）、コア配列（６－Ｕ）、グループ（６－Ｓ）、グル
ープ（６－Ｔ）、グループ（６－Ｖ）、コア配列（７）、コア配列（７－Ｎ）、コア配列
（７－Ｕ）、グループ（７－Ｓ）、グループ（７－Ｔ）、グループ（７－Ｖ）、グループ
（７－Ｗ）、コア配列（８）、コア配列（８－Ｎ）、コア配列（８－Ｕ）、グループ（８
－Ｓ）、グループ（８－Ｔ）、グループ（８－Ｖ）、配列番号００１～０６９、（配列番
号００１～００８、０１０、０１１、及び０１３～０４０）、及び（配列番号００１～０
０７、０１０、０１１、０１３～０２９、及び０３１～０４０）からなる群から選択され
る、上記医薬組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が医薬的に許容し得る担体をさらに含む、請求項１２～１４のいずれか１項
に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　患部への又はその近傍への局所適用、患部への又はその近傍への皮下投与、又は静脈内
投与によって投与される、請求項１２～１５のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　ＮＦカッパＢの活性を阻害する、４～２０アミノ酸残基の長さの１つ以上のペプチドを
治療有効量で含む、放射線曝露の後遺症の治療のための医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の医薬組成物であって、前記１つ以上のペプチドが、配列ＬＷＡＥＡ
Ｋ（配列番号００８）を含むペプチド、配列ＬＩＡＥＡＫ（配列番号００９）を含むペプ
チド、配列ＬＶＡＥＡＫ（配列番号０３０）を含むペプチド、配列ＬＩＡＮＡＫ（配列番
号０１２）を含むペプチド、及び配列番号０４１～１１３を含むペプチドを除外する、上
記医薬組成物。
【請求項１９】
　請求項１７又は請求項１８に記載の医薬組成物であって、前記１つ以上のペプチドが、
コア配列（１）、コア配列（１－Ｎ）、コア配列（１－Ｕ）、グループ（１－Ｓ）、グル
ープ（１－Ｔ）、グループ（１－Ｖ）、グループ（１－Ｗ）、コア配列（２）、コア配列
（２－Ｎ）、コア配列（２－Ｕ）、グループ（２－Ｓ）、グループ（２－Ｔ）、グループ
（２－Ｖ）、コア配列（３）、コア配列（３－Ｎ）、コア配列（３－Ｕ）、グループ（３
－Ｓ）、グループ（３－Ｔ）、グループ（３－Ｖ）、グループ（３－Ｗ）、コア配列（４
）、コア配列（４－Ｎ）、コア配列（４－Ｕ）、グループ（４－Ｓ）、グループ（４－Ｔ
）、グループ（４－Ｖ）、コア配列（５）、コア配列（５－Ｎ）、コア配列（５－Ｕ）、
グループ（５－Ｓ）、グループ（５－Ｔ）、グループ（５－Ｖ）、グループ（５－Ｗ）、
コア配列（６）、コア配列（６－Ｎ）、コア配列（６－Ｕ）、グループ（６－Ｓ）、グル
ープ（６－Ｔ）、グループ（６－Ｖ）、コア配列（７）、コア配列（７－Ｎ）、コア配列
（７－Ｕ）、グループ（７－Ｓ）、グループ（７－Ｔ）、グループ（７－Ｖ）、グループ
（７－Ｗ）、コア配列（８）、コア配列（８－Ｎ）、コア配列（８－Ｕ）、グループ（８
－Ｓ）、グループ（８－Ｔ）、グループ（８－Ｖ）、配列番号００１～０６９、（配列番
号００１～００８、０１０、０１１、及び０１３～０４０）、及び（配列番号００１～０
０７、０１０、０１１、０１３～０２９、及び０３１～０４０）からなる群から選択され
る、上記医薬組成物。
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【請求項２０】
　前記組成物が医薬的に許容し得る担体をさらに含む、請求項１７～１９のいずれか１項
に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　患部への又はその近傍への局所適用、患部への又はその近傍への皮下投与、又は静脈内
投与によって投与される、請求項１７～２０のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記放射線曝露の後遺症が粘膜炎である、請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記放射線被曝の後遺症が粘膜炎を除外する、請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　細胞、組織、又は臓器中のＮＦκＢ活性化を阻害するか又はＮＦκＢ活性を阻害する剤
であって、治療有効量の、コア配列（１）、コア配列（１－Ｎ）、コア配列（１－Ｕ）、
グループ（１－Ｓ）、グループ（１－Ｔ）、グループ（１－Ｖ）、グループ（１－Ｗ）、
コア配列（２）、コア配列（２－Ｎ）、コア配列（２－Ｕ）、グループ（２－Ｓ）、グル
ープ（２－Ｔ）、グループ（２－Ｖ）、コア配列（３）、コア配列（３－Ｎ）、コア配列
（３－Ｕ）、グループ（３－Ｓ）、グループ（３－Ｔ）、グループ（３－Ｖ）、グループ
（３－Ｗ）、コア配列（４）、コア配列（４－Ｎ）、コア配列（４－Ｕ）、グループ（４
－Ｓ）、グループ（４－Ｔ）、グループ（４－Ｖ）、コア配列（５）、コア配列（５－Ｎ
）、コア配列（５－Ｕ）、グループ（５－Ｓ）、グループ（５－Ｔ）、グループ（５－Ｖ
）、グループ（５－Ｗ）、コア配列（６）、コア配列（６－Ｎ）、コア配列（６－Ｕ）、
グループ（６－Ｓ）、グループ（６－Ｔ）、グループ（６－Ｖ）、コア配列（７）、コア
配列（７－Ｎ）、コア配列（７－Ｕ）、グループ（７－Ｓ）、グループ（７－Ｔ）、グル
ープ（７－Ｖ）、グループ（７－Ｗ）、コア配列（８）、コア配列（８－Ｎ）、コア配列
（８－Ｕ）、グループ（８－Ｓ）、グループ（８－Ｔ）、グループ（８－Ｖ）、配列番号
００１～０６９、（配列番号００１～００８、０１０、０１１、及び０１３～０４０）、
及び（配列番号００１～００７、０１０、０１１、０１３～０２９、及び０３１～０４０
）のペプチドからなる群から選択されるペプチドを含む、上記剤。
【請求項２５】
　細胞、組織、又は臓器中のｓｍａｄ２のリン酸化を上昇させる剤であって、治療有効量
の、コア配列（１）、コア配列（１－Ｎ）、コア配列（１－Ｕ）、グループ（１－Ｓ）、
グループ（１－Ｔ）、グループ（１－Ｖ）、グループ（１－Ｗ）、コア配列（２）、コア
配列（２－Ｎ）、コア配列（２－Ｕ）、グループ（２－Ｓ）、グループ（２－Ｔ）、グル
ープ（２－Ｖ）、コア配列（３）、コア配列（３－Ｎ）、コア配列（３－Ｕ）、グループ
（３－Ｓ）、グループ（３－Ｔ）、グループ（３－Ｖ）、グループ（３－Ｗ）、コア配列
（４）、コア配列（４－Ｎ）、コア配列（４－Ｕ）、グループ（４－Ｓ）、グループ（４
－Ｔ）、グループ（４－Ｖ）、コア配列（５）、コア配列（５－Ｎ）、コア配列（５－Ｕ
）、グループ（５－Ｓ）、グループ（５－Ｔ）、グループ（５－Ｖ）、グループ（５－Ｗ
）、コア配列（６）、コア配列（６－Ｎ）、コア配列（６－Ｕ）、グループ（６－Ｓ）、
グループ（６－Ｔ）、グループ（６－Ｖ）、コア配列（７）、コア配列（７－Ｎ）、コア
配列（７－Ｕ）、グループ（７－Ｓ）、グループ（７－Ｔ）、グループ（７－Ｖ）、グル
ープ（７－Ｗ）、コア配列（８）、コア配列（８－Ｎ）、コア配列（８－Ｕ）、グループ
（８－Ｓ）、グループ（８－Ｔ）、グループ（８－Ｖ）、配列番号００１～０６９、（配
列番号００１～００８、０１０、０１１、及び０１３～０４０）、及び（配列番号００１
～００７、０１０、０１１、０１３～０２９、及び０３１～０４０）のペプチドからなる
群から選択されるペプチドを含む、上記剤。
【請求項２６】
　４～２０アミノ酸残基の長さのペプチドからなる群から選択される、ＮＦκＢの活性を
阻害するペプチドであって、前記ペプチドが、配列：
　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｇｌｕ（コア配列（１））、
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　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｄ－Ｇｌｕ（コア配列（２））、
　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｇｌｕ－Ａｌａ（コア配列（３））、
　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｄ－Ｇｌｕ－Ａｌａ（コア配列（４））、
　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ａｓｎ－Ａｌａ（コア配列（５））、
　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｄ－Ａｓｎ－Ａｌａ（コア配列（６））、
　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｇｌｕ－Ａｓｎ（コア配列（７））、又は
　Ｘｘｘ－Ａｌａ－Ｄ－Ｇｌｕ－Ａｓｎ（コア配列（８））、
（式中、Ｘｘｘは、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、Ｐｈｅ、５－メ
チル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａｌａ、ジフェニル－
Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α－アミノ－２－フェ
ニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキシル－Ａｌａ、デヒ
ドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選択される）を含むが
、
　但し、配列ＬＩＡＥＡＫ（配列番号００９）を含むペプチド、配列ＬＩＡＮＡＫ（配列
番号０１２）を含むペプチド、及び配列番号０４１～１１３を含むペプチドは除外される
、上記ペプチド。
【請求項２７】
　Ｘｘｘが、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｖａｌ、Ｃｙｓ、Ｔｒｐ、Ｔｙｒ、及びＰｈｅからなる群
から選択される、請求項２６に記載のペプチド。
【請求項２８】
　Ｘｘｘが、５－メチル－Ｔｒｐ、アロ－Ｉｌｅ、β－スチリル－Ａｌａ、ナフチル－Ａ
ｌａ、ジフェニル－Ａｌａ、α－アミノ酪酸、α－アミノカプロン酸、ノルロイシン、α
－アミノ－２－フェニル酪酸、α－アミノ－１－ナフタレンプロパン酸、β－シクロヘキ
シル－Ａｌａ、デヒドロアラニン、及びβ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ａｌａからなる群から選
択される、請求項２６に記載のペプチド。
【請求項２９】
　４～２０アミノ酸残基の長さのペプチドからなる群から選択される、ＮＦκＢの活性を
阻害するペプチドであって、（配列番号００１～００８、０１０、０１１、及び０１３～
０４０）からなる群から選択される配列を含む、上記ペプチド。
【請求項３０】
　前記ペプチドが、配列番号００１～００８、０１０、０１１、又は０１３～０４０の配
列のペプチドである、請求項２９に記載のペプチド。
【請求項３１】
　４～２０アミノ酸残基の長さのペプチドからなる群から選択される、ＮＦκＢの活性を
阻害するペプチドであって、配列番号００１～００７、０１０、０１１、０１３～０２９
、及び０３１～０４０からなる群から選択される配列を含む、上記ペプチド。
【請求項３２】
　前記ペプチドが、配列番号００１～００７、０１０、０１１、０１３～０２９、又は０
３１～０４０の配列のペプチドである、請求項３１に記載のペプチド。
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